
宮城県の

メタボリックシンドロームの状況
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令和3年9月更新

宮城県健康推進課



平成20年度以降，メタボ該当者及び予備群の割合は

１２年間ワースト３位以内をキープ！
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平成20年度

令和元年度

46位

46位

（％）

（特定健康診査・特定保健指導に関するデータ）
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H20 H25 H26 H28 R29 R1 R1

全国平均

R1

最少県平均

R元年度（直近値）の割合

ワースト１位 沖縄県 ３５．１％

ワースト２位 宮城県 ３１．４％

ワースト３位 福島県 ３１．２％

全国平均に比べメタボが多いワースト２位

〜

ワースト３位 ワースト２位

出典：特定健診・特定保健指導に関するデータ
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合計

（令和元年年度特定健康診査結果）

６０歳代 ７０～７４歳５０歳代４０歳代

（%） 男 性

• 男女とも、メタボ該当者及び予備群を合わせた割合は、全ての年代で全国
平均を上回っています。
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宮城県はメタボ該当者の割合
全国ワースト常連県！

（特定健診実績報告）
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全保険者 特定健診受診率

（特定健診実績報告）
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• 特定健診受診率が全国平均を上回っておりますが、まだ目標（70%※)には達してい
ない状況です。 ※第三期特定健康診査等実施計画全国目標



特定保健指導の実施率（終了した者）

（特定健診実績報告）
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• 特定保健指導を活用した生活改善に取り組む方を増やして、生活習慣病を予防す
る必要があります。



内臓脂肪の蓄積に加え、高血糖・高血圧などのリスク要因が重複している状態を
メタボリックシンドロームという。
（メタボリックシンドロームは、代謝症候群「メタボリック（代謝）＋シンドローム（症候群）」の略）

腹囲（へそまわり）が男性８５ｃｍ以上，女性９０ｃｍ以上
（内蔵脂肪面積 男女ともに１００㎠以上に相当）

脂質
中性脂肪 １５０mg/di以上

かつ／または

ＨＤＬコレステロール ４０mg/dl未満

血圧
収縮期（最高）血圧 １３０mmHg以上

かつ／または

拡張期（最低）血圧 ８５mmHg以上

血糖
空腹時血糖 １１０mg/dl以上

（ヘモグロビンA１ｃの場合 ６．０％以上）

腹囲の基準値を上回り，
かつ、脂質、血圧、血糖の
３つの項目のうち２つ以上
あてはまると「メタボ該当
者」，１つあてはまると「メ
タボ予備群」の判定です。
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異常症
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（メタボリックシンドローム）

心疾患
（心筋梗塞等）

脳卒中

糖尿病合併症
（人工透析，失明等）
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